
介護労働者の労働条件等について

労働基準監督署
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説明内容

１ 労働条件明示の制度改正
２ 労働時間の上限規制・時間外労働
３ 時間外労働等に対する割増賃金
４ 労働時間の適正な把握
５ 年次有給休暇
６ 最低賃金
７ 転倒災害の防止
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労働条件明示の制度改正
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労働条件明示の制度改正
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労働時間の上限規制（労働基準法第32条、第36条）
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割増賃金（労働基準法37条）

・時間外労働に対しては、２５％以上の割増賃金を支払わなければなりません
・１か月に６０時間を超える時間外労働に対しては、５０％以上の割増賃金を支払わなければ
なりません（但し、代替休暇の制度あり）
・深夜業（午後１０時から午前５時までの労働）に対しては、２５％以上の割増賃金を支払わ
なければなりません
・休日労働に対しては、３５％以上の割増賃金を支払わなければなりません

→重複の場合の割増賃金率は次のとおりです
・時間外労働が深夜業となった場合、合計５０％以上（25％＋25％）以上、月６０時間を超え
る部分は合計７５％以上（50％＋25％）
・休日労働が深夜業となった場合、合計６０％以上（35％＋25％）以上
・休日労働と時間外労働は重複しません（休日労働の３５％以上のみ）
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労働時間の適正把握（労働基準法第32・37条など）
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年次有給休暇（労働基準法第39条）
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厚生労働省パンフレット
「介護労働者の労働条件の確保・改善のポイント（R3.3）」
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兵庫県最低賃金について
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